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【足立区地域包括ケアシステム推進会議】概要 

会 議 名 令和７年度 第２回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

事 務 局 福祉部 高齢者施策推進室 高齢者地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和８年３月１３日（金） 

開 催 時 間 午後 ２時 ～ 午後 ４時 

開 催 場 所 すこやかプラザ あだち ３階大研修室 

出 席 者 

酒井 雅男 会長 白川 泰之 副会長 榊󠄀原 美樹 副会長 

山下 俊樹 委員 内山 真 委員 佐藤 浩史 委員 

鈴木 康大 委員 和田 庸右 委員 白井 良一 委員 

塩谷 総吾 委員 羽田 雅代 委員 鈴木 勉 委員 

小浦 梓 委員 山ノ内 聖一 委員 谷 将之 委員 

大竹 吉男 委員 内山 清 委員 鈴木 由美子 委員 

内藤 久子 委員 結城 宣博 委員 堀 崇樹 委員 

茂木 聡直 委員 伊東 貴志 委員 半貫 陽子 委員 

徳井 傑  委員 乾 洋平 係長 福田 友樹 係長 

神家満 麦 係長 佃 美幸 係長 千ヶ崎 純子 係長 

高橋 鉄明 係長 中村 貴広 主査  

欠 席 者 

山中 崇 副会長 粟田 主一 副会長 賀川 幸英 委員 

花田 豊實 委員 廣島 高志 委員 小島 直樹 委員 

中村 輝夫 委員 馬場 優子 委員 田中 靖夫 委員 

小峯 直樹 委員   
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会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 別紙のとおり 

そ の 他 

・ 次第 

・ 委員名簿 

・ 足立区地域包括ケアシステム推進会議資料 
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○中村主査 定刻でございます。ただ今

から、令和７年度第２回地域包括ケアシ

ステム推進会議を開催させていただきま

す。本日はお忙しい中、ご出席いただき

まして誠にありがとうございます。 

私は、本日司会を務めさせていただき

ます高齢者地域包括ケア推進課の中村と

申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

はじめに、傍聴者の皆様にお願いでご

ざいます。会場内での写真撮影、ビデオ

撮影、携帯電話等の使用はお控えくださ

い。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは議事に入る前に３点事務連絡

をさせていただきます。まず、机上にお

配りしております資料の確認です。資料

一番上の席次表から順に、次第、委員名

簿、続いて各種案件の資料となっており

ます。なお、本日の議事は報告事項１０

件、情報連絡事項３件です。会議の途中

で、資料に不備・不足等お気づきになり

ましたら、お手数ですが事務局までお声

かけください。 

続いて２点目、会議の進行についてで

す。前回の会議と同様に会議時間と案件

数を考慮し、効率的な会議の運営を行う

ため、報告事項は、事務局および担当所

管課からご説明させていただき、質疑、

応答を行います。情報連絡事項につきま

しては、説明を省略させていただき、最

後に情報連絡事項を含めて、全体の質疑

をお受けする形をとらせていただきたい

と思います。 

３点目、会議進行中のご発言について

のお願いです。ご発言の際には、お手数

ですがお手元のマイクのスイッチを入れ

ていただき、所属とお名前からお願いい

たします。挙手をしていただければマイ

クをお持ちさせていただきます。終了後

はマイクのスイッチを忘れずにお切りく

ださい。 

本会議は、足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議条例第７条より、委員の過半

数の出席によって成立することとなって

おります。現在、出席者数は委員の過半

数に達しているため、この会議が成立し

ていることをご報告いたします。また、

この会議の会議録は公開することとなっ

ております。記録の関係上、録音および

資料用の撮影をさせていただきますので

予めご了承ください。よろしいでしょう

か。それでは議事に入る前に、酒井会長

よりご挨拶をお願いいたします。 

○酒井会長 はい、皆さんこんにちは。

本日はですね、地域包括ケアシステム推

進会議の第２回目ということで、始めさ

せていただきたいと思います。本会議は、

健康、医療介護、それから介護予防の３

つの大きな地域システムを動かしていく

ための中心的な会議になります。本日は、

皆さんも活発なご意見をいただきまして、

地域で、健康で自立した生活を維持して

いくための意見を賜りたいという風に思

います。皆様のご意見、よろしくお願い

いたします。 

○中村主査 酒井会長ありがとうござい

ました。それでは、これから議事に入ら

せていただきます。進行を酒井会長よろ

しくお願いいたします。 

○酒井会長 はい。それでは早速これか

ら議事を進行してまいりたいと思います。

本日の議事はお手元の次第の通り、まず

は報告（１）介護予防事業の再構築に向

けた検討結果について、事務局の方から

ご説明をお願いしたいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 高齢者施策
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推進室長の半貫です。私の方からご説明

をさせていただきます。着座にて失礼い

たします。 

報告（１）と右上に記載のある資料を

ご覧ください。介護予防事業の再構築に

向けた検討結果になります。こちらは、

はつらつ高齢者部会の方で、１年かけて

協議していただきましてありがとうござ

いました。 

今回変更するもの３点ございます。項

番１をご覧ください。まず、はつらつ教

室になります。はつらつ教室室内型とプ

ール型を行ってまいりました。室内型の

方では、フレイル予防に必要な運動・栄

養・口腔ケアを学ぶ総合の講座。プール

型の方が、水中ウォーキングを中心とし

た運動の講座になっておりました。こち

らの教室ですが、フレイル予防を実践す

るための知識や方法を学ぶことが目的で

ありましたが、リピーター層が下半数を

超え、通いの場的な状態となっていたと

いう課題がございます。また、各施設に

おいて、類似の講座等が多数開催されて

おりまして、そことの連携が不十分であ

ったという課題がございました。 

検討してきました結果、令和８年度に

関しましては、室内型に一本化をする予

定でおります。各会場、年２回前期と後

期制で実施をいたします。プール型の方

は無くなるということですが、プールの

施設の方で、既存の事業を行っておりま

すが、そちらを拡充していただくよう関

係所管とは調整しております。また、区

の方で、各それぞれの講座の講師を一括

して手配をいたしますので、それぞれ講

座の内容が、継続できて実践的な内容で

行われていくものと考えております。 

続いて２ページになります。みんなで

元気アップ教室。こちらは新しい自主グ

ループの立ち上げを目指す教室としてお

りまして、ウォーキングに特化したプロ

グラムで実施をしてまいりました。しか

し、コロナが開けてから、このウォーキ

ングに対する需要というのがあまりなく

なり、なかなか参加していただける方が

少ないというような状況がございました。 

（３）の元気アップサポーター養成研

修でございますが、こちらは地域活動の

中核となる担い手を養成する講座として

実施してきたところですが、中核的な担

い手というところが心理的な不安や負担

を感じるというところで、こちらもなか

なか参加者が少ないという課題がござい

ました。 

令和８年度からはこの２つを統合して

効率化を図り、実施をしていきたいと考

えております。プログラムの内容ですが、

趣味的な体験を提供いたしまして、やっ

たことのないようなものを織り交ぜてお

りますので、是非そこで関心のある方同

士、グループを創設していただくような

形に繋げていきたいと考えております。

令和８年度につきましては、ボッチャ・

絵手紙・折り紙の講座を予定しておりま

す。詳しくは、別紙１のカリキュラム案

で示しておりまして、こちらは「はつら

つ教室」のカリキュラム案になります。 

始めに、口腔の口座を３０分間行い、

その後、栄養の講座４０分間で休憩を挟

みまして、最後に運動の講座４５分間を

実施する予定でおります。教材に関しま

しては、今日資料として添付しておりま

すのでご参考にご確認いただければと思

います。 

もう 1 つ、別紙２で「みんなで元気ア

ップ教室」のカリキュラム案になります。
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１回目から１２回目まで、それぞれ、講

話・運動・体験を織り交ぜながら、グル

ープワーク等も間に挟みまして、グルー

プの創出を進めていきたいという風に考

えております。私からの説明は以上にな

ります。 

○酒井会長 はい、ありがとうございま

した。「はつらつ教室」と「みんなで元

気アップ教室」の説明について、皆様の

ご意見ご質問をいただければと思います。

いかがでしょうか。 

では、私から確認をさせていただきた

いのですが、「はつらつ教室」の水中ウ

ォーキング、それから「元気アップ教室」

のウォーキングですね。こういったもの

は、重点の取組として、区民へ継続持続

されるというご報告ということでよろし

いでしょうか。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 はい、

事務局のはつらつ高齢者支援係長の神家

満からお答えさせていただきます。 

まず、「はつらつ教室」の水泳教室に

つきましては、区内のプール施設で類事

の事業というものが多数開催されている

状況でございます。今回、「はつらつ教

室」としては種別を室内型に一本化しま

すが、庁内の関係所管と、協議、調整を

させていただきまして、その施設の既存

事業を拡充することで、区民の方がこれ

までのようなプールの教室に参加できる

ようにお願いをしているところでござい

ます。 

また、プール施設に限らず、室内型の

教室につきましても、地域学習センター

の方で実施しております講座等を利用し

ていただけるように調整しているところ

でございます。「元気アップ教室」は、

これまでウォーキングを重点に行ってい

たところですが、新しい「元気アップ教

室」のカリキュラムも、別紙２の中で、

ウォーキング体験というところは項目と

して入れさせていただいております。新

たな特徴として趣味体験を３種目入れさ

せていただきましたが、我々の想いとし

ては、決してウォーキングをすること自

体が良くない悪いということではなく、

ウォーキングを含めた多様な体験をこの

講座を通して行っていただきたいと思い、

このようなカリキュラムにさせていただ

いております。以上です。 

○酒井会長 はい、ありがとうございま

す。ご質問等いかがでしょうか。 

○白川副会長 日本大学の白川です。「み

んなで元気アップ教室」の新しいバージ

ョンですが、８年度は、ボッチャ、絵手

紙、折り紙の講座ということですが、こ

れは年度ごとに変えていくというものな

のかどうかということですね。なぜこう

いうことを聞くかと言うと、関心がおあ

りの方とそうでない方いらっしゃる中で、

ひょっとしたら別のテーマであれば行き

たいっていう方もいらっしゃるかもしれ

ないですし、あと特に、よく言われてい

ることですが、男性の場合は目的意識が

ないとなかなか外に出ないというところ

で、その辺、関心がはまっていかないと

なかなかご参加いただけない部分もある

のかなと思いますので、とりあえず８年

度はこれでいくということでやってみて、

あるいは参加された方の、こういうこと

もやってみればいいのでは、というよう

なご意見とかもいただきながら９年度以

降考えられるのか、その辺りをちょっと

お聞かせいただければと思います。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 はい、

ご質問ありがとうございます。同じく事
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務局の神家満からお答えいたします。 

「元気アップ教室」の今回の３種目に

つきましては、はつらつ高齢者部会、ま

た現場で関わっていただいている地域包

括支援センターとの検討会の中で、色々

と案を検討させていただきました。今回、

大きく事業を変えるっていうところで、

まずは実現可能性があるものというとこ

ろと、この自主グループを作っていく上

で教室の趣旨と合わせて複数人で体験を

共有できるもので、先ほど男性に対して

というとこでアイデアをいただいたのが、

競争性だとか作品を外に発表できる発展

性であるとか、そういったものを種目の

基準に入れたらよいのではないかという

ことで、今回この３種目を選ばせていた

だきました。 

今後は、９年度以降につきましても、

ずっとこの種目ということではなく、人

気があるものないものですとか、トレン

ド等を見ながら内容を精査していきたい

と思います。現状としては、アイデアベ

ースですが、かなりアイデアを現場の方

からもいただいておりまして、我々とし

ては、これから実際に始めてから様子見

ながら、事業のブラッシュアップをして

いきたいと考えております。 

○白川副会長 はい、ご説明ありがとう

ございました。やってみないと分からな

い部分というのも大いにあると思います

ので、その辺うまくフォローしていただ

きながら取組に進めていただければと思

います。ありがとうございました。 

○酒井会長 それでは、この報告事項の

（１）に関して、パンフレットの方があ

り、こんな症状ありませんかという方に、

オーラルフレイル予防のリーフレット、

それから、ぱく増しリーフレットがあり

ますが、これは教材として使えるという

報告事項だということで、理解したいと

思います。それでは、議題が多くありま

すので次にいきたいと思います。 

それでは、報告事項の（２）足立区認

知症とともにいつまでもこのまちで条例

（案）について、および報告事項（３）

足立区のチームオレンジについて、を事

務局から一括して説明をお願いしたいと

思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい、それ

では、半貫の方からご説明をさせていた

だきます。報告（２）、資料５ページに

なります。足立区認知症とともにいつま

でもこのまちで条例（案）について、今

ちょうど足立区の区議会ですけれども、

令和８年第 1 回の定例会が開会されてお

ります。そこに、この条例案を上程して

いるところです。この条例ですが、条例

の文案を作るにあたっては認知症のご本

人、また、ご家族等の意見を伺いながら、

条文を作成してまいりました。これまで

も、足立区では認知症の施策について実

施はしてきたところでございますが、令

和６年１月 1 日に認知症の法律もできま

して、これから、足立区としてどのよう

に認知症施策を進めていくのか理念を示

して、区民の方と共に、一緒に実施して

いきたいということで今回作ったものに

なります。 

パブリックコメントも、令和７年９月

に１か月間かけて実施をいたしまして、

３名の方からご意見をいただいたところ

です。こちらのご意見に関しましては、

別紙４で、いただいたご意見全文が掲載

しております。また、別紙５として、ご

意見に対する区の考え方もお示ししてい

ます。いずれのご意見も、条例には肯定
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的なご意見でございました。今後ですけ

れども、条例が制定されました以降、令

和８年度に認知症施策推進計画を作成す

る予定で、その計画に具体的な方策を盛

り込んでいきたいという風に考えており

ます。認知症計画ですが、今の高齢者保

健福祉計画・第１０期介護保険事業計画、

こちらの策定も進めているところですが、

この計画の中に新たに章立て、認知症計

画の章を作って、そちらに一緒に策定し

ていきたいという風に考えております。

認知症条例については以上になります。

条例案は別紙３にございますので、ご覧

いただければと思います。 

続きまして、報告の（３）になります。

足立区のチームオレンジについて、にな

ります。チームオレンジというのが地域

の認知症サポーターなどがチームを組ん

で、認知症の方やそのご家族の支援ニー

ズに合った、具体的な支援につなげる仕

組みのことでありまして、足立区のチー

ムオレンジにつきましては、認知症施策

推進部会の方で、１年かけて協議をして

いただいておりました。ありがとうござ

いました。その結果をご報告させていた

だきます。 

チームオレンジを作る目的ですが、認

知症になってからも希望を持って自分ら

しく暮らし続けることができる社会地域

作りを目指すということで、認知症の方

の支援をこのチームでしていただくとい

うものになります。今回、足立区版のチ

ームオレンジを作る仕組みの定着という

ことで、分かりやすい手引きを作成いた

しました。それが、添付しております別

紙６足立区版チームオレンジ手引きとい

うものになります。チームオレンジに登

録するためのステップアップ講座の受講

ですとか、どのようにチームオレンジに

申請していくかというようなことを掲載

させていただいております。チームオレ

ンジとして活動するにあたって、認知症

の方も交えて、会場でカフェ的なものを

催したりするというところで、活動に関

して費用がかかってくるということで、

その費用について、区の方で補助をさせ

ていただいく予定でおります。今年度か

ら始めておりまして、実は今年度チーム

オレンジ１チーム立ち上がりました。す

でに活動していただいておりまして、こ

の活動費の助成についても、有効に活用

していただいたところです。助成に関し

ましては、年間最大で５，０００円を条

件として助成をさせていただいておりま

す。チームレジの今後ですが、８年度に

向けて新たなチームが立ち上がるよう、

ホウカツも一緒になって作っていきたい

という風に考えておりまして、具体的な

支援につながるような仕組み作りも一緒

に進めていきたいという風に考えており

ます。チームオレンジについては以上に

なります。 

○酒井会長 はい、ありがとうございま

す。今２つの報告がありました。１つは

条例案について、もう 1 つはチームオレ

ンジについてです。この２つについて、

皆様のご意見とご質問をいただければと

思います。お願いします。 

○内藤委員 内藤と申します。チームオ

レンジの活動費用が年額５，０００円ま

での上限で助成するということですが、

５，０００円でどういうものにお使いに

なるのか、使い道を伺いたいと思います。 

○佃認知症施策推進担当係長 はい。事

務局認知症施策推進担当の佃と申します。

私からお答えさせていただきます。 
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年間を最大５，０００円とさせていた

だいており、活動費をどのようなものに

使ったかということですが、先ほど、１

チームできたのを報告させていただきま

した。そのグループが、今２０人くらい

のグループですが、先日もみんなで茶話

会というような形で、認知症の方も一緒

に仲間に入れて運動をしているグループ

でございます。ですので、ちょっとした

飲み物や必要な紙皿、文房具等に使って

いただきました。あとは会場につきまし

ても、年間通してはなかなか難しいかも

しれないのですが、例えば、運動みたい

なことをみんなでするといった場合の会

場費等についても想定してご提示させて

いただいております。以上です。 

○内藤委員 ありがとうございました。

５，０００円で会場費を引いて、茶話会

のお金と言いますが、子供のお菓子代よ

りも少なく大変だなと思います。ありが

とうございました。 

○酒井会長 はい。この点踏まえまして

皆様いかがでしょうか。 

○山下委員 足立区医師会の山下です。

足立区のチームオレンジについての質問

なのですが、メンバーになる人は全員認

知症サポーター養成請座を受けなくては

いけないとか、あるいはリーダーだけで

いいのかというのが１つと、それに関し

て、今足立区内で認知症サポーター養成

講座を受講した人、あるいは認知症サポ

ーターステップアップ講座を受講した人

は何人ぐらいいらっしゃるのか伺います。 

○佃認知症施策推進担当係長 はい、ご

質問ありがとうございます。引続き、佃

からお答えさせていただきます。認知症

サポーター養成講座を受けていただいて

いる方をベースにと考えておりますが、

今後受ける予定の方も含めてという風に

想定しております。また、リーダーにな

る方にはステップアップ講座を受けてい

ただいて、そのステップアップ講座を受

けるためには認知症サポーター養成講座

を受けることが必要な条件ということで

ございます。今年度、１回ステップアッ

プ講座を実施いたしまして、１６人の方

に受講していただいております。先ほど

１チームできたというところですが、た

くさんで参加していただきまして、大体

７、８人ぐらいステップアップ講座受け

ていただいた方が１チームの中にいる状

況です。 

○山下委員 ありがとうございます。山

下ですが、では、これはメンバー全員が

認知症サポーター養成講座を受けている

必要がないという回答でよろしいかとい

うことと、今現在、認知症サポーター養

成講座を受けている人とかステップアッ

プ講座を受けている人は何人ぐらいいる

のでしょうか。 

○佃認知症施策推進担当係長 はい。今

現在、認知症サポーター養成講座を受け

ていらっしゃる方は、累積ですが、３万

人以上、今少し確認しております。ステ

ップアップ講座を受けた方は１６人です。 

あと、認知症座サポーター養成講座を

全員受ける必要があるかというところで

すが、全員というところを必須とはして

おりませんが、なるべく受けていただき

たいと考えております。最初にチームに

なった時には、認知症サポーター養成講

座を受けていなかったとしても、チーム

になってから、是非受けていただきたい

考え方でおります。認知症サポーター養

成講座受講数の累積数は今確認中ですが、

今年度の受講者数は３，５００人を見込
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んでおります。 

○酒井会長 よろしいですね。 

私からですが、先ほど委員の方から補

助金５，０００円について、これで本当

に活動を、何に使うのだろうかというよ

うな趣旨であって、また、もう少し必要

な部分があるのではないかというような

趣旨のご意見という風に伺っていました。

このチームオレンジの手引きを見ると、

４ページにはチームの骨格が出ています。

活動の中心に認知症サポーターがいる。

次のページには登録制度の記載があり、

なぜ登録制度を設けたかというのは、チ

ームオレンジの活動状況を把握するため

だということですね。資料を見るとかな

り様々な報告事項の書面が用意されてい

て、かなり大変な活動になるのかと。要

は把握という点では、このために実施す

るのだと思うのですが、最後の方に、補

助金の５，０００円の振込の用紙も入っ

ており、これはチームの中のどなたが請

求できて、どなたの口座に振込むのかな

ど、そういった責任も生じてきますので、

このようなあたりは、実際にこの登録制

度を運営していくにあたって、どのよう

な設定を考えているのかという点と、そ

れから５，０００円という補助金はどう

いった趣旨で決められたのか、どういっ

たものを補助するとういう目的で決めら

れのかについてご説明いただければと思

います。 

○佃認知症施策推進担当係長 はい。ご

質問ありがとうございます。認知症施策

担当の佃からお答えさせていただきます。

まず５，０００円の趣旨、金額について

のご質問につきましては、今現在、通い

の場というグループを支援するにあたり、

５，０００円を補助している社会福祉協

議会が実施する制度もございまして、そ

の制度を参考に設定をさせていただきま

した。 

補助の内容は、先ほど申し上げました

通り、会に関わる茶菓子や会場費という

ところで考えております。あと、手引き

の最後につけました、補助金の振込先で

すが、こちらについてはチームリーダー

を選定していただいて、その方を報告し

ていただくことになっていますので、チ

ームリーダーの方にお支払いするという

ことを想定しています。 

先ほど、山下委員のご質問で不十分な

ところがございましたので、ご回答させ

ていただきたいのですが、認知症サポー

ターの数ですが、令和６年度末で、 

３８，９００人、３９，０００人近い養

成数になっております。今年度の受講者

数は３，６００人を見込んでありますの

で、累計では４０，０００人を超える認

知症サポーターの方がいらっしゃること

になります。ただ累計となりますので、

過去に受講された方も含まれますが、今

年度末で約４０，０００人の見込みです。 

○酒井会長 ありがとうございます。他

にいかがでしょうか。 

〇榊󠄀原副会長 明治学院大学の榊󠄀原です。

１点だけ、こちらのチームオレンジにつ

いて、どこ、もしくは誰がチームオレン

ジの活動の支援をしていくことになって

いるとか、相談先などについて教えてい

ただきたいと思います。 

○佃認知症施策推進担当係長 はい、ご

質問ありがとうございます。来年度から

は、地域で活動している、地域包括支援

センターと関係があるグループに、この

チームオレンジを紹介していただき、ス

テップアップ講座受講して、チームオレ



10 

 

ンジになっていただくというところを想

定しております。エリアを担当している

ホウカツや、区内に５名の認知症施策推

進員がおりますので、その推進員にも相

談役を担っていただくことを考えており

ます。 

〇榊󠄀原副会長 分かりました。手引きに

は特にそういった記載はなかったのです

が、ホウカツ等が相談先というようなと

ころで、具体的に直接関係ができれば相

談先は分かるのかなと思いますが、今後

手引き等にも反映させていただければと

思います。 

○佃認知症施策推進担当係長 ご助言あ

りがとうございます。次年度に向けて、

反映するようにしてまいります。 

○酒井会長 それでは次に進めてまいり

たいと思います。それでは報告事項（４）

にまいります。地域包括支援センターの

業務委託評価の結果について、事務局の

方から説明をお願いいたします。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。半貫

の方からご説明をさせていただきます。

１７ページ報告（４）となります。地域

包括支援センターの業務委託評価の結果

になります。令和７年度の業務委託評価

につきましては、項番１（１）にありま

すように、９月に各地域包括支援センタ

ーの方で自己評価をしていただき、１月

から２月にかけて、委員評価を行ってま

いりました。評価委員を引き受けていた

だきました委員の皆様におかれましては

ありがとうございました。 

また、１月に履行評価、それから取組

評価も行っております。評価結果ですが

２５か所地域包括支援センター全てが良

好という結果となりました。評価の詳細

につきましては、別紙７で各地域包括支

援センターの評価結果をまとめておりま

すのでご確認いただければと思います。   

今後ですが、今も実際に始めておりま

すが、この評価結果につきまして、受託

事業者の方にヒアリングを行い、そこで

結果につきましてもお伝えをしてまいり

ます。また、この評価結果につきまして

は、令和８年度、区の厚生委員会の方で

結果を報告、また区のホームページにも

公表する予定で進めてまいります。こち

らについては以上になります。 

○酒井会長 はい、ありがとうございま

す。それでは地域包括支援センターの評

価、これについて皆様のご意見いただけ

ればと思います。 

別紙７にあります通り、非常に詳細な

評価がされておりまして、概要のみでも、

かなり細いものが記載されていると思い

ます。地域包括支援センターについては、

各年度でこういう評価をすることによっ

て、より良い地域の活動ができるように

するということだと思います。 

それでは、次にいきたいと思います。

報告事項（５）となります。地域包括支

援センター事業業務委託の公募型プロポ

ーザルによる事業者の特定結果について、

報告事項（６）地域包括支援センター関

原の移転及び名称変更について、事務局

の方から一括して説明をお願いいたしま

す。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。半貫

の方からご説明をさせていただきます。

ページで言いますと５１ページになりま

す。地域包括支援センター事業業務委託

の公募型プロポーザルによる事業者の特

定結果についてです。 

これまで、地域包括支援センターの業

務委託をお願いする際には、事業者の方
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に是非このホウカツの業務をお願いしま

すという随意契約という形でお願いをし

てまいりました。ホウカツが開設された

時は、まだ担っていただけるような事業

者が少なかったということで、そのよう

な随意契約で始めてきたところですが、

昨今、様々な事業者がホウカツを受託で

きるような状況になり、令和７年度から

地方自治法の趣旨に基づきまして、プロ

ポーサル方式で決めるという形を取って

まいりました。 

今年度、７年度につきましては２５か

所のうち３か所、ホウカツ扇、ホウカツ

東和、ホウカツはなはたのプロポーザル

を行いました。 

その結果です。項番３になります。特

定した相手方ということで、ホウカツ扇

につきましては、これまでと受託事業者

が変わり社会福祉法人白寿会が８年度請

け負っていただきます。 

また、ホウカツ東和、それからホウカ

ツはなはたにつきましては同じ受託法人、

事業者の方に受託していただきます。 

契約期間は、令和８年４月１日になり

まして、履行状況が良好な場合に限り、

最長５回まで契約を更新することができ

ます。提案書特定にいたったポイント等

につきましては、項番５に記載がござい

ます。また、プロポーザルの委員会の状

況、それから委員構成につきましては、

５３ページの記載の通りですので、ご確

認をいただければと思います。 

受託事業者が変わりましたホウカツ扇

ですが、ホウカツの事務所の場所も変わ

ります。こちらは、別紙８の５４ページ

の簡略図をご覧ください。令和８年４月

からホウカツ扇につきましては、本木新

道、足立西郵便局の並びに事務所を移転

いたします。受託事業者が変わる、また

ホウカツの場所も変わるということで、

該当の地域の方々には、ご説明をしてお

りまして、今、回覧板や掲示板でこのホ

ウカツの場所が変わること等につきまし

ては、掲示等でご協力をいただいて区民

の方への周知を図っているところです。

区の方でも、あだち広報やホームページ

による情報発信には努めてまいりたいと

思います。また、受託事業者が変わると

いうことで、今、引継ぎをしっかりとや

っていただいているところになります。 

では、続きまして報告（６）地域包括

支援センター関原の移転及び名称変更に

ついてのご報告になります。資料５５ペ

ージになります。 

ホウカツ関原ですが、事務所のある場

所は関原ですが、担当している区域が梅

田２丁目から８丁目であり、担当地域外

にこれまで事務所があるという課題がご

ざいました。また、今の事務所は、建物

が築５８年と経過しておりまして、雨が

降ると、ブルーシートを用意しないとい

けないぐらい老朽化が著しい状態だとい

うことで、新しい移転先をずっと探して

おりました。この度、移転先が見つかり

まして、そちらが項番３に記載のところ

です。梅田２丁目に新たに事務所を構え

ます。３月２２日に引越しを予定してお

り、翌２３日の月曜日から新しい事務所

で事業運営を開始いたします。 

場所ですが、別紙９の５６ページに簡

略図をご用意しております。梅田病院の

向かい側に事務所を構えます。梅田地域、

担当地域の中で事務所を構えることがで

きましたので、名称をホウカツ梅田と改

めて、事業を実施していくことになりま

す。 
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項番４に、なお書きでの記載になりま

すが、足立区の住所地でいう関原を管轄

するホウカツは、ホウカツ本木関原で、

これまでとは変更はございません。運営

の受託法人ですが、こちらも、これまで

通り、社会福祉協議会の方で請け負って

いただきます。地域の方々には、ご説明

に上がりまして、回覧版や、掲示板のご

協力もいただいておりまして、今、地域

の区民の方へ周知を行い、ご協力をいた

だいております。区の方でも、あだち広

報やホームページ等で、ご案内について

はしっかり行っておりますので、区民の

方に支障が生じないよう、これからも進

めてまいりたいと考えております。説明

は以上です。 

○酒井会長 ありがとうございます。説

明２件について、ご質問をいただければ

と思います。 

○山下委員 はい。足立区医師会の山下

です。他の会でもお伺いしましたが、委

託金額４６，０００千円や６０，０００

千円ですが、基本ホウカツは自分たちで

収入を得ることができない。この委託金

額の中で活動しなければならない。もち

ろん、人件費もかかりますし、あるいは

事務所の場所代、電気代やガス代の光熱

費等がかかります。それで、この委託金

額５０，０００千円程度、程度といって

は失礼ですが、どれだけのスタッフを雇

えるのか、ホウカツの業務が増えている

中で、かなり厳しい経営を強いられてい

るのではないか。ホウカツの中には、そ

のホウカツと居宅介護支援事業しか運営

してない会社もあるわけで、経営基盤が

しっかりしないと十分なサービスができ

ないのではないかと危惧されます。従い

まして、その辺りの委託金額に関しては、

人件費等の値上がりを考慮して検討いた

だければと思います。 

○酒井会長 この点、事務局の方はいか

がでしょうか。 

○高橋地域包括支援センター係長 はい、

ご質問ありがとうございます。地域包括

支援センター係の高橋よりお答えをさせ

ていただきます。 

委員からのご意見はごもっともなこと

で、今、現状の人件費は非常に上がって

おります。私共といたしましても、今年

度からというところも含めまして、人件

費の部分については、精査をさせていた

だき、契約金額について、可能な限り対

応できるようにさせていただいていると

ころでございます。以上です。 

○酒井会長 他いかがでしょうか。はい、

お願いします。 

○塩谷委員 足立区介護サービス事業者

連絡協議会の塩谷です。よろしくお願い

します。 

今回、初めてプロポーザルによる地域

包括支援センターの運営法人が、変更さ

れる場合もあるということに際して、私

は長く、こちらの聖風会さんが運営され

てきたホウカツ扇さんには大変お世話に

なっていました。その中で、今年この話

をしていただいて、正直、主観的な部分

ですが、残念でした。もちろん、これか

らホウカツ扇を担われる白寿会さんにも

大きな期待をしているところがあります

が、どうして、ホウカツ扇さんの法人が

変わったのかと、すごく疑問でした。今

回、特定にいたったポイントというとこ

ろがあり、白寿会さんの取組や対策とい

うところで決定したというところですが、

先月、ホウカツ扇さんの主催する二層協

議体の方に出席をさせていただいて、こ
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ちらの運営法人が変わりますというのが

地域住民の方含めて、私たちにご説明が

ありました。やはり皆さんもすごくその

場が涙みたいな感じになり、改めて今ま

で運営されていた、聖風会さんの取組と

いうことには、敬意を表するところでし

た。ホウカツさんが変わるということで、

今回場所も変わり、そして、新しく信頼

関係の構築が地域で始まるわけです。 

私の中で、様々な細かい評価というの

があるのは、重々承知しているうえで１

つ、今までホウカツ扇さん聖風会さんが

やられていたことで言うと、例えば、地

域の困り事に対するフットワークの軽さ

ですとか、例えば、虐待の通報に関して

も即日に対応するとか、そういったフッ

トワークがすごく地域のためになってい

たので、評価指標の中にそのようなもの

があるのかどうか、その辺は何か入って

いるのでしょうか。 

○高橋地域包括支援センター係長 ご質

問ありがとうございます。地域包括支援

センター係の高橋からお答えをさせてい

ただきます。確かに委員のおっしゃるよ

うに、聖風会さんは非常によく対応して

いただいているというのが、区の印象で

ございます。しかし、最初にお話した通

り、現状として受託法人の環境が整って

きたということで、本来の地方自治法の

趣旨に基づきプロポーサルの方式で行う

のが区の方針として決定したところでご

ざいます。 

ホウカツの業務は多岐に渡っておりま

す。今回、プロポーザルの方式の中でい

くつかの基準、その基準ごとにどのよう

なものを提示できるのかというと、計画

等の書類をご提出いただきまして、そち

らを精査し、審議の方をさせていただい

ているところでございます。もちろん、

各ホウカツさんの方からも口頭でプレゼ

ンテーション等を実施、ご発言をいただ

いた上で、選定委員会の中で固めさせて

いただいた結果となります。令和７年度

に受託いただいていた聖風会さんの対応

が良くないということではなく、令和８

年度は、プロポーザルに応募してきた事

業者様の中で、白寿会さんにホウカツ扇

の運営事業者として選定したという結果

になったということでございます。 

実際、委員の方からお話しいただいた

ように、区民の皆様におかれましては、

所在地が変わるだけでも、大きな影響が

あるかと思います。その部分については、

区としても重々承知してございます。そ

の点につきましては、丁寧な引継ぎ、事

業者の変更に伴う変更点等を、地域の皆

様に対して丁寧に説明をしていくことが

非常に大切であると区としても感じてい

るところでございます。貴重なご意見あ

りがとうございます。 

○酒井会長 はい。他いかがでしょうか。 

先ほどの報告事項（４）について、地

域包括支援センターの８割以上２５か所

全てが良好という評価が得られている。

その点を考えますと、今回報告事項（５）

の項番３特定した相手方ですが、ホウカ

ツ東和やホウカツはなはたについては、

現受託法人がプロポーザルにて選定され

ているので問題ないとして、ホウカツ扇

に関しては、申込事業者数が２事業者で、

その中に現受託法人の聖風会がもし入っ

ていたとすると、その中で競り負けた、

評価負けしたということになります。そ

のような場合に、プロポーザル様々あり

ますが、まさに地域密着の業務ですので、

この辺りは変更に伴う非常に難しい問題
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があるかと思いますので、公募型プロポ

ーザルの運営に関しては、精密な配慮等

を行った上で実施していきたいという風

に思います。 

それでは、次の報告事項に入りたいと

思います。報告事項（７）令和７年度「あ

だち脳活ラボ」の登録・利用状況および

拡充機能について、事務局よりご説明を

お願いします。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。半貫

の方からご説明をさせていただきます。 

５７ページになります。あだち脳活ラ

ボですが、令和７年３月から開始いたし

まして、ちょうど１年経ったところです。

これまでの状況につきまして、ご報告を

させてだきます。 

まず項番１ですが、あだち脳活ラボの

登録状況でございます。令和８年２月３

日時点ですが、６，７５５人と令和７年

度目標としていた３，５００人を大きく

上回ることができました。円グラフござ

います。左側が年代別になっております。

また、右側は男性女性の性別内訳でござ

いますが、なかなか教室型対面型の介護

予防の方では、男性の参加が本当に少な

いところではございますが、この脳活ラ

ボは約３割が男性の方に利用をいただい

ているというところです。 

続きまして、（２）Ｊ－МＣＩもの忘

れチェックになります。こちらは、利用

者数４，０３６人。こちらも、令和７年

度の目標の倍を超える人数の方に利用し

ていただいております。利用回数ですが、

延べで８，０９０回となっております。

こちらも左側が年齢別内訳、右側が、実

施結果の３段階評価別内訳です。約８割

の方は当面の間心配ないという結果が出

ておりますが、グレーゾーンのしばらく

様子を確認した方がいい方が１４．７％。

そして、もの忘れの傾向があるという方

が、３．１％の１２５人です。 

続きまして（３）、動画の配信利用状

況につきましては、利用者１，９０４人

とこちらも目標を大きく超えております。

利用回数ですが、延べで４５，６２５回

となっておりまして、こちらも、男性の

方で２４．３％ご利用いただいておりま

す。また、利用動画のジャンルについて

は、運動、脳トレ、音楽がそれぞれ３割

前後ということになっておりまして、少

し芸術が少ないというところが確認でき

ました。 

続いて、５８ページになります。新た

な機能につきましても、６月以降、順次

拡充してきております。まず 1 つ目にな

ります。施設チェックイン機能で、こち

らは外出、運動、社会参加の習慣化を後

押ししたいということで、区内の公共施

設、民間施設にもご協力をいただきまし

て、２次元コードのカードを置かせてい

ただいております。入口を入った受付等

に常設設置をしていただいております。

令和８年の 1 月末時点のご利用ですが、

延べ８９，８５６回で、１，２０４人の

方にご利用いただいているところです。

こちらですが、１日に１２か所回ってお

り、午前に６施設で午後５施設回って、

最後にお風呂屋さん、この浴場組合２３

か所区内にあるのですが、浴場組合にも

このチェックポイントの２次元コードを

置かせていただいてご協力いただいてお

り、その方は最後にお風呂屋さんに行っ

てチェックインをして汗を流して帰ると、

それが日課になっているという風におっ

しゃっていた区民の方もいらっしゃいま

した。 
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続いて（２）動画配信機能の拡充にな

ります。足立区版のオリジナルの動画、

こちらも格納いたしました。ぱく増しの

手ぬぐい体操、あだち・らくらく体操、

あだち☆ちゅうりっぷ体操、こちらは口

腔体操ですが、こちらの３つを格納いた

しました。 

また、メニューの数を拡充ということ

で、開始直後は１２種類、約４００本の

動画でしたが、全体では７００本まで拡

充しております。 

また、配信方法につきましても、ご要

望があったものを参考に、新たにパッケ

ージ配信というものを実施しております。

こちらは専門の方が、効果的な組み合わ

せを選んでいただき、それを動画で３本

セットにしております。セットになって

いない、好きな分野をやりたいというよ

うなご要望もございましたので、１本ず

つ自由に選択して視聴が可能なような形

に、機能を新たに追加しております。 

また、直近でいきますとこの３月に入

り、（３）にありますスタンプラリー機

能を新たに始めました。今回、あだち脳

活ラボのリーフレットをご用意しており

ますので、こちらをご覧いただければと

思います。開けていただいて、中にスタ

ンプラリーの記載があります。３月３日

からスタートしております。こちらは、

足立区の対象スポットに行きますと、そ

こでスタンプがゲットされるというもの

で、１コースに５か所から８か所のスポ

ットをご用意しております。達成したら

スタンプを押し、そのスタンプが赤から

銀に変わり、３回目には金に変わってい

くというような少し遊び心を持った形で、

外出の機会を増やせていただけるような

工夫をしております。 

続いて資料に戻っていただきまして、

項番３になります。登録サポート会、ス

マホよろず相談会を現在も実施しており

ます。令和８年 1 月末時点ですが、合計

で８１６人の方にご利用をいただいてお

ります。今日も区役所で、よろず相談会

をやっておりましたが、高齢者の男性の

方も女性の方もスマホを片手に相談に来

ている様子が伺えました。 

今月３月２８日・２９日の土日に舎人

公園で千本桜まつりがございますが、こ

こでもまた、イベントに出展をさせてい

ただき、脳活ラボの普及啓発に努めて参

りたいと思います。説明は以上となりま

す。 

○酒井会長 ありがとうございます。あ

の、ＬＩＮＥを使った脳活ラボ、介護予

防認知症予防ということですが、これに

ついて、何かご質問をいただければと思

います。 

○鈴木（康）委員 薬剤師会の鈴木です。

ＬＩＮＥを使った「あだち脳活ラボ」が

どんどん発展しているので、とても良い

と思いました。２点あるうちの、１点で

すが、意見というか感想というか、孤立

している方で男性が多いというのは、以

前からずっと言われており、「あだち脳

活ラボ」の登録とか利用状況にも、やは

り男性の割合が少し少なくなっていると

思いますので、外にも出なければアプリ

も使わない男性がどうしても割合的には

多くなっているように見受けられますの

で、こういう方々の認知症早期発見とい

うのが、課題として浮き彫りになったか

なと思いました。 

もう 1 点質問ですが、過去の会議で、

スマホを持ってない方に、令和７年１月

から令和７年２月に、高齢者４１名ぐら
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いに対し、機能制限をつけたスマホの貸

し出しのお話があったかと思います。そ

の時に、データ通信料について、動画は

結構データ容量が軽いから大丈夫じゃな

いかというお話がありましたが、実際ど

れぐらい使用されているのか、また、例

えば紛失について、ＧＰＳにより紛失も

ないのではないかという前提だったと思

うが、紛失や保証等、実際のトラブルが

あるのかどうか分かれば教えてください。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 ご質

問ありがとうございます。事務局のはつ

らつ高齢者支援係の神家満からお答えい

たします。まずは１点目の、今回の利用

状況を見て、特に孤立している男性に対

して課題が浮き彫りになったのではない

かということですが、我々としては、こ

れまで対面型の事業でなかなか接点が持

てなかった男性に対して、約３割ではあ

りますが繋がることができたというとこ

ろは一定の成果だと思っています。一方、

やはりまだまだ繋がっていない方が多い

というところも、結果として受け止める

べきだと思います。脳活ラボをより多く

の方に展開をしておりますが、介護予

防・認知症予防事業を全てこの脳活ラボ

で完結させるということではなく、アナ

ログとデジタル融合と言いますか、これ

まで地域包括支援センターにご協力いた

だきながら、実態把握での既存事業等の

アプローチも、これからも続けていく必

要があると思っています。デジタルも使

いつつ、なかなかそういったとこで繋が

れない方については、粘り強く訪問等で

接点を持っていく必要があると考えてい

るところです。 

もう１件の、スマホを持っていない方

に対する専用端末の貸与についてですが、

当初、４１名申込みをいただきまして、

実際にお貸し出しをする段階には、貸し

出す前に辞退の方が何名かおられまして、

当初３４名の方に貸し出しました。その

後、１年近く経過し、中には自分に合わ

なかったとか、体調不良で入院すること

になったので返却しますという方がおり、

現在は２２名の方に継続してお貸し出し

しています。その方々に対して、今年度

３回ほどスマホ講座をやらせていただき、

人数も少ない小規模の講座になりました

ので、ほぼ１対１の形で丁寧にサポート

させていただいていております。その甲

斐もあり、利用されている方から特にト

ラブルや故障というようなお問い合わせ

はなく、順調にこれからも続けていきた

いと思います。 

○酒井会長 他にご質問はございません

か。 

○内山委員 足立区医師会の内山です。

「あだち脳活ラボ」は、認知症あるいは

認知機能に対する啓発に関して非常に意

味があると思いますが、私たちは２年間、

医師会の方で集団検診を実施しましたが、

非常にレベルの良い人しか来ないです。

実際に、レベルの良い人はこのような集

団検診に参加して、自分が認知症でない

ということを専門家に言って欲しいとい

う理由でいらっしゃるようです。実際、

認知機能の低下に悩んでいる方たちは、

認知症の診断を受ける、あるいは認知機

能の低下があると言われることは、普通

の人、私もそうですが人生を否定される

ような印象があると思います。そういっ

た意味で、非常にこのような新しいテク

ノロジーを利用したシステムを作ってい

くというのは、社会全体の啓発には役に

立ちます。ただし、今困っている人たち、
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今後、認知症初期の人たちには、医学的

な治療が可能になるという現実の中で、

確実に医療にかかってほしい。どれだけ

の人が医療にかかれるかということを心

配しておりまして、一般的に認知症対策

というのは、専門医に診断してもらう以

上に、長く関わっていた専門とは関わり

がなくてもその人をよく知っている地域

のかかりつけ医が、まずその主体となっ

て本人と接触していき、その上で次の対

策を考えるのがベストです。そういう意

味で、顔の見えるような対策を続けてい

くことが、今後の医学的な発展のあると

ころにも貢献し、本当に認知症になって

いる人たちの生活を高めるためにも重要

であると考えます。参考意見です。 

○神家満はつらつ高齢者支援係長 ご意

見ありがとうございます。先生おっしゃ

られた通り、認知機能チェックというと

ころで過度に不安感を与えないようにす

るには、すぐに医療機関にということで

はなく、まずはかかりつけ医の先生です

とか包括支援センター等、身近なところ

に早いうちから相談していただくという

のは、我々としても普及啓発を今年度新

しくやって見えてきた課題もありますの

で、来年度に向けていろいろ思考錯誤を

していきたいと思っております。ありが

とうございます。 

○酒井会長 ありがとうございます。今

のお話は、介護予防という分野であって

も、やはり医療というものとしっかり繋

がっていくということの話だという風に

思います。 

それでは、次の報告事項をお願いした

いと思います。報告事項の（８）令和７

年認知症月間の取組について、報告事項

（９）認知症施策の一環としての「徘徊」

の表現見直しについて、事務局から一括

してご説明をお願いします。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。半貫

の方からご説明をさせていただきます。  

まず、報告の（８）資料５９ページに

なります。令和７年度認知症月間、９月

に取り組みを行いました。その状況につ

いて、ご報告をいたします。９月にパネ

ル展示等を行いました。足立区役所のア

トリウムで、９月１０日から２４日、そ

れから、アリオ西新井にご協力いただき

まして、９月２０日、２１日と、パネル

展示をさせていただいております。また、

９月２０日、２１日ですが、アリオ西新

井会場のイベントとして行っております

ＶＲ体験、こちら大内病院の方には大変

お世話になっております。本当にありが

とうございます。こちらのＶＲ体験は、

お子さまを含めまして、両日共、定員い

っぱいの方にご参加をいただいたところ

です。また、認知症サポーター養成講座

のＰＲ等も行いました。 

また、項番６の記載の通り、認知症施

策のデジタルアンケートを、この月間に

合わせて行ったところです。１，４７０

件の回答をいただきました。回答をまと

めたものは、別紙１０の６１ページにな

ります。まず、（１）ですが、認知症は

誰でもなり得ると思いますか、という問

いに対して、どの年代でも、なると思う、

また、どちらかというとなると思うが、

合わせて９０％を超えているような状況

になりました。また、４０代から５０代

の方が６０歳以上の方と比べると、思う

と回答している割合が高いことが分かり

ました。この割合を維持していけるよう

に、認知症は誰でもなり得るということ

で、このグラフの黄色部分を増やせるよ
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うに、新しい認知症観の周知を継続して

いきたいという風に考えております。（２）

の認知症になったら何も分からなくなる

と思いますか、という問いを年代別で示

しております。全体的に思わない、どち

らかというと思わない、の合計について、

半数の５０％を超えておりました。認知

症は誰でもなり得る、の結果に比べて、

何も分からなくなると思わない、の割合

は少し低くなっている傾向が分かりまし

た。認知症や認知症のご本人の理解を促

進していくためにも、認知症になったら

何も分からなくなるわけではない。新し

い認知症観の様々な考え方を周知してい

く必要があるということで、結果を捉え

ております。 

続いて６２ページです。足立区では認

知症の人が自分らしく暮らせると思いま

すかという問いを、年代別で分けており

ます。思う、どちらかというと思う、そ

の合計はいずれの年代でも５０％を超え

ております。こちらは令和７年度から新

たに追加した項目でしたが、引き続き調

査項目に入れて評価をしていきたいと思

います。なぜそう思うのかを記載してい

ただける項目を来年度から追加していき

たいと考えております。 

（４）です。足立区では地域生活の様々

な場面において、認知症の人の意思が尊

重されていると思いますか。という問い

について、思う、どちらかというと思う、

で年代別に分けておりますが、全体的に

５０％前後の回答でした。こちらもどう

してそう思うのか、というあたりの自由

記載を、来年度以降は追加していきたい

と考えております。 

令和８年度より認知症条例の施行を予

定しており、認知症推進計画の策定も予

定しておりますので、新しい認知症観の

周知に力を入れて行きたいと考えており

ます。そのためにも、来年度も９月に認

知症月間を行う予定でおりますが、年間

を通じて、イベント等を実施して周知啓

発に努めて行きたいと考えております。 

続きまして報告の（９）です。６３ペ

ージになります。認知症条例のご説明を

いたしましたが、その理念に合わせて、

令和８年度から徘徊という言葉、表現を

見直したいと考えております。徘徊高齢

者を一人歩き高齢者に言い換えをいたし

ます。徘徊という言葉が、目的もなくう

ろうろしているという意味が強くありま

すが、認知症の方は、ご本人が目的を持

って歩いているというところで、一人歩

き高齢者という表現に改めたいと思いま

す。こちらは、資料に記載のとおり、日

本看護協会の認定看護師の育成講座の中

で、既に徘徊高齢者とは言わず、一人歩

き高齢者という表現を使用しているので

参考にさせていただきました。また、認

知症施策推進部会においても、これにつ

いてご議論いただき、賛同をいただきま

した。ただ、医学的には徘徊という言葉

は残ります。区役所の中でも、この言い

換えについて周知しており、令和８年４

月１日からは、一人歩き高齢者という形

で進めたいと考えております。説明は以

上です。 

○酒井会長 はい。ありがとうございま

す。ご意見のある方はいらっしゃいます

か。 

○内山委員 足立区医師会の内山です。

徘徊という言葉には、先程もおっしゃっ

ていたとおり医学的にも定義がしっかり

決まっていて、目的のない移動・行動で

す。これは日本国内だけではなく、国際
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疾患分類の中にも出ておりますので、勝

手に変えると非常に混乱を招くと思いま

す。また、徘徊という言葉は、医療・介

護、こういった分野だけで使われる言葉

ではなく、一般的な言葉です。条例を作

るにあたってパブリックコメントを求め

て、慎重に進めていくということは認識

しております。ただ、徘徊という言葉を

広い分野で定義の違う言葉として使う、

また、定義がなく使うということは、非

常に問題がありますので、パブリックコ

メントなどの何らかの方策をたてなけれ

ば問題があるのではないかと思い、発言

させていただきました。 

○酒井会長 ありがとうございます。事

務局いかがでしょうか。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。ご意

見ありがとうございます。徘徊という言

葉をすべて置き換えるということではな

く、徘徊を使わなければならない場合も

ございますので、国の法令や、医学的な

部分で表現する場合は、徘徊という言葉

は残す予定です。庁内においてもその部

分については周知しております。ただ、

徘徊高齢者というような時には、一人歩

き高齢者に、行政として見直したいと考

えております。 

○内山委員 では、動詞として使う場合

には、徘徊を使ってよいのですね。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。 

○内山委員 そうでないと、徘徊が現れ

ている時は、脳の疾患だけでもいくつか

可能性があります。前頭葉が損なわれた

時に、徘徊がよく出てきます。側頭葉が

やられると、徘徊が発作の後にもよく出

てきます。もう一つは、認知症の方に見

られるもので、例えば本来は目的の場所

に行きたくても、アルツハイマー病だと、

頭の頭頂部、つむじのあたりから機能が

損なわれていき、場所や空間を認識でき

なくなって、実は辿り着けずウロウロす

ることがあります。むしろ当事者たちに

対する支援やサービス、医療のことを考

えると、こういった色々なことでウロウ

ロ歩きまわるということが起こる、とい

うことを啓発していくことの方が、ずっ

と意味があるのではないかと思い発言さ

せていただきました。 

また、パブリックコメントは、こうい

ったことをやる場合には必要なのかなと

思います。いずれにせよ専門用語で定義

のある言葉を変える時に、学会では必ず

パブリックコメントを一般に求めますし、

その上で言葉の使い方については慎重に

考えておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○酒井会長 事務局、よろしいでしょう

か。私も委員の意見には、非常に示唆す

るものがあると思います。独居とは何か、

孤独死とは何か、様々な定義があると思

いますが、徘徊という言葉は確かに、報

告事項（９）のとおり、認知症のご本人、

またそのご家族に配慮するという観点で

はまさに、ご家族の介護者を目の前にし

て徘徊、徘徊というのは差し障りがある

のではと思います。ただ、今のお話しの

通り、徘徊という言葉は可視的な用語で

はないという点を考えると、使い方を誤

ると逆に行政でも運用がしづらくなる可

能性があると思いますので、あまり統一

的に考えすぎない方が良いのではと感じ

ますが、皆様ご意見いかがでしょうか。 

○山下委員 実際には１０年ぐらい前か

ら、今会長は侮蔑的な言葉ではないとお

っしゃいましたが、一部の自治体では徘

徊という言葉には差別的や侮蔑的な意味
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が含まれているのではないかということ

で、使わないようにする動きが出たと私

は理解しています。 

実際に、使わないと決めている自治体

も少なからずありますし、あるいは厚生

労働省の文書の中でも使わないような動

きになっていると理解しています。それ

でも一部の自治体では、徘徊という言葉

をなくしてはいけないとしています。こ

れは、例えば、今高齢者がいなくなって

徘徊しているだろう、となるとこれは緊

急性があります。実際に年間日本では、

５００人以上の人が徘徊後死亡発見され

ておりますので、一人歩きという緩い言

葉では、危機感が伝わらないのではない

か、ということで、やはり徘徊という言

葉を使っていこうという自治体が一部に

はあると聞いております。 

今回、この認知症施策推進部会におい

ては、徘徊という言葉を一人歩きという

言葉に置き換えるにあたって、その危険

性、あるいは反対の意見など、議論があ

ったのかお尋ねしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○佃認知症施策推進担当係長 事務局の

認知症施策推進担当の佃からお答えしま

す。認知症施策推進部会でご意見を伺っ

た時には、特に反対の意見はございませ

んでした。徘徊という言葉の緊急性を意

味するところも確かにありますが、社会

福祉協議会の徘徊高齢者認知症ネットワ

ーク捜索システムについては、社会福祉

協議会と相談させていただき、一人歩き

だと事業の目的が伝わりにくくなるので、

認知症高齢者捜索システムという表現に

変えていただく予定でおります。 

○山下委員 ありがとうございます。そ

れは十分な議論が行われなかったという

回答をされていますか。 

○白川副会長 日本大学の白川です。認

知症の部会に入っておりまして、議論の

内容がどれだけ詰まっていたか、私の記

憶ではこの用語自体が時代の様々な受け

止め方がある中で、見直しを考えてはど

うかと、部会長からご示唆いただいたと

ころまでは記憶をしております。何らか

の見直し検討については、部会としては

よろしかろう、ということだったと思い

ますが、一人歩き高齢者という言葉に置

き換えるという結論について、部会とし

て合意をしたかと言われると、私が失念

していたら申し訳ないのですが、そこま

では至っていなかった気がするのですが、

事実関係を少し整理していただけますで

しょうか。 

○塩谷委員 お答えの前にすみません。

塩谷が発言させていただきます。私も認

知症施策推進部会にいた者として発言さ

せていただきますが、確か私の発言から、

この一人歩き高齢者という言葉がよいの

では、となったように記憶しています。

というのは私が、徘徊高齢者捜索ネット

ワークシステム、あとは見守りキーホル

ダーなどで、発見されてから誰かがキー

ホルダーについている住所や個人情報を

見て、こういう人だと分かってから連絡

するのではなく、ＧＰＳなどですぐにそ

の方が今どこにいるか分かるシステムの

方が良いのではないかという発言をした

際に、徘徊高齢者と私が言ったもので、

そこに対して一人歩き高齢者という方が

よいのではないかというご指摘をいただ

いたと記憶しています。 

○内山委員 ここの中で、徘徊高齢者と

いうことに限っては、一人歩き高齢者と

しても認知症施策の中では問題がないと
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思いますが、徘徊の表現全てを見直すよ

うなことが書いてありますと、非常に不

正確で混乱を招くことになると感じまし

た。徘徊は、他の分野においても使いま

す。認知症の分野だけではないです。一

般用語として徘徊を含めて、これを一人

歩きと全て言い換えていくというのは、

不正確で問題が大きいと思います。 

○半貫高齢者施策推進室長 例えば、特

別養護老人ホームの申請のところにも、

その高齢者の方の状態をチェックする欄

があるのですが、そこにも徘徊という表

記があります。そういったところは、変

えることは考えてはおりません。件名の

表題がよろしくなかったかもしれません

が、徘徊高齢者を、一人歩き高齢者と言

い換えるということですので、内山委員

がご心配されているような、医学的な分

野の徘徊という言葉まで変えるというこ

とは、全く考えておりません。 

○酒井会長 はい。徘徊について皆様の

ご意見でした。それでは最後の報告事項

になります。報告（10）共食の場推進事

業の実施案について、事務局からご説明

をお願いいたします。 

○半貫高齢者施策推進室長 はい。半貫

からご説明さていただきます。６４ペー

ジになります。共に食べる場、共食の場

ですけれども、高齢者の方々が集まって

お話をしながらお食事を摂る共食の場と

して、今、足立区内にもいくつかの活動

団体がございます。この活動団体の方々

に補助をしていきたいと考えておりまし

て、そのご報告になります。 

補助の対象は、６５歳以上の方が１０

名以上で活動している団体で、月１回以

上定期的にこの共食の場を開催する団体

と考えております。今現在、該当しそう

な団体が、区で把握している中で７団体

ございます。この７団体にヒアリング等

させていただいたところ、やはり物価高

騰もあり、かなり食材等の経費もかかっ

ているというお話もございました。今年

度は、管理栄養士が訪問させていただき、

実際に栄養面や献立のご相談、それから

衛生面について、ご助言等を行っており

ます。補助する内容ですが、項番４に記

載があります通り、会食事業経費、食材

料費ですとか、またお弁当を取って皆さ

んで食べるということもございますので、

そのお弁当代、また会場の使用料、それ

から、③で多世代交流とありますが、普

段は高齢者の方だけでお食事をしていま

すが、イベント的にお子さんたちも呼ん

でやりましょうという場合は、その経費。

それから、会食立上げ支援ということで、

備品購入、新しく電子レンジを買うとい

った時に、補助の対象として考えており

ます。なかなかお家から外に出られない

方でも、そこに行けばお食事が摂れます

ということで、外出の機会にも、また孤

立防止の機会にもなるのではないかと考

えております。以上です。 

○酒井会長 ありがとうございます。い

かがでしょうか。よろしいですね。報告

事項１０個と情報連絡事項が資料の最後

にございました。全体含めて最後にご意

見等ございましたらお願いします。 

○羽田委員 このままでは帰れないと思

って発言させていただきます。介護サー

ビス事業者連絡協議会の羽田です。先程

の話を振り返ってしまうかもしれません

が、認知症の方への施策や、区民啓発で

色々と活動していただきありがとうござ

います。 

訪問看護者は、現場で重度の認知症の
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一人暮らしの方で、健康障がいを抱えな

がらセルフケアが不足している状態のと

ころに、外から新しい人を介入すること

がとても難しいので、医療をきっかけに

して地域包括から相談を受けて介入する

ケースが結構増えています。やはり先程

も出たように一人歩きしてしまって、最

近では知らないお家に上がり込んでしま

ってトラブルになり、警察沙汰になるだ

とか、かなり古い家屋で色々な紙類に囲

まれて生活をしていて、この時期寒いの

で、それに火がついてボヤ騒ぎになって、

近所の方や通りかかった地域包括の方が

見つけたこともあります。本人は煙に巻

かれても何が起きたのか分からないとい

う状況で、間一髪だったのですが、やは

りそういった状況の方でも本人の尊厳や

権利というところで、普通に地域で生活

をされています。車を運転されてしまう

状況もあって、何か事故が起きないと介

入がしにくいということが現状かなと現

場を回っていて思います。 

そういった時に関わってくるのが警察

や消防です。普段関わっている看護師や

支援者が、そういった方たちと連携をし

て、その利用者さんを見守るというネッ

トワークが作れないというのが現状だと

思っています。私の知識や経験の足りな

さもあると思いますが、何かが起きない

と、警察、消防が動かない状況であった

り、その人の尊厳を守らなければという

ところでは、権利擁護を含めて、地域包

括や区も検討することはありますが、か

なり時間がかかると思います。その間に

何かが起きる局面にも出くわしておりま

すので、地域の中で支援をしていくとい

うことでは、警察や消防の方が、どうい

った知識や関わりで連携をされていくの

か、現場の声からすると教えていただけ

ると大変ありがたいです。以上です。 

○佃認知症施策推進担当係長 事務局、

認知症施策推進担当の佃です。 

ご意見ありがとうございます。医療介

護連携課で、高齢者虐待防止ネットワー

ク連絡協議会という、区内の警察・消防・

関係機関の方も多数入っている会議体が

あるのですが、今年度からきちんと課題

を持って連携していくため、認知症のこ

とも取り上げていただくことになりまし

た。次年度はそういったネットワークで

も課題を共有していこうと考えておりま

す。また、そういった情報も会議や認知

症施策推進部会でご報告していきたいと

思います。ご意見ありがとうございます。 

○内山委員 足立区医師会の内山ですが、

補足させていただきます。 

私は精神科の医師をしております。一

応このようなことに関して、疾患によっ

て起こるその人にとっての危険、あるい

は周りにとっての危険を防止するために、

自由意思を尊重しないで、まず状況を把

握してこの自由意思を発動するのを止め

る必要が出てくることもあります。これ

に関しては、精神保健福祉法という法律

があり、その上で精神保健指定医が関わ

っております。その上での判断で任せる

ということなります。ですので、これが

明らかに疾患によるものであり、医療に

繋がっているものであれば、そういうル

ートを通じて措置、あるいは、非常に重

篤な場合は措置入院という制度がござい

ます。どちらかで保護するということも

実際には可能なので、法律上、あくまで

病気が関わっているところではそういっ

たやり方は手順が決まっていると考えて

よいのではないかと思います。 
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○酒井会長 他にはいかがでしょうか。 

○白井委員 はい。足立区介護サービス

事業者連絡協議会の白井と申します。 

まず、意見というわけではないのです

が、今回この地域包括支援センター業務

委託評価の概要および結果が資料として

出され、全ホウカツが良好ということで

素晴らしいことだと思います。 

また、全ホウカツが令和６年度の平均

を大きく上回って、今年度は数字として

上げてきたということは、イコールこの

人件費の高騰の中で、各ホウカツが努力

をされていることはもっと評価をして良

いのではと思います。先ほど山下委員が

おっしゃっていたように、委託費に関し

ても、やはりこれだけ継続できるという

ことであれば、どこか削減しながらやっ

ていると考えられますので、やはり委託

費に関してはもう少しご検討いただいた

方がよろしいかなと考えております。 

加えまして、令和６年度・令和７年度

共に同ホウカツが１位と捉えております

ので、取組を全ホウカツで共有するとよ

いのではと思いました。いずれにしても、

令和６年度は平均点を超えているところ、

超えてないところがありましたが、令和

７年度を見ると全てのホウカツが超えて

いるということで、評価すべきだと考え

ております。以上です。 

○高橋地域包括支援センター係長 事務

局の地域包括支援センター係の高橋と申

します。貴重なご意見ありがとうござい

ます。先ほど山下委員からもお話し頂戴

しておりますが、やはり委託費につきま

しては人権費の高騰、区としても重々承

知してございます。各ホウカツの業務に

支障が出ないようにこちらも考えていく

という部分については、各委員の皆様の

考えと同意でございます。今後、精算等

の実績や人件費上昇や物価高騰の状況を

踏まえながら対応を進めたいと考えてお

ります。 

実際に各ホウカツの評価につきまして

は、資料にあるように各ホウカツともプ

ラスで、今回につきましては全てのホウ

カツが９０点以上の評点でございます。

各地域、高齢者人口等で差がある中、全

てのホウカツが９０点以上ですので、非

常によく対応していただいている、とい

うことが区の気持ちでございます。その

部分については誤解のないようご理解い

ただければと思います。 

質問の中で、好事例の共有の部分につ

いて、お答えをさせていただきます。例

年、センター長会を開催しておりますが、

前年度に評価の良かった各ホウカツから、

実際に２５ホウカツに対し、自分のホウ

カツでどういった良い取組をしているの

か、共有する時間を設けております。や

はり各ホウカツの底上げは、区民サービ

スに直結するところでございますので、

そういったことも常に意識しながら、各

ホウカツの底上げに向けた取組をさせて

いただいているところでございます。以

上です。 

○榊󠄀原副会長 すみません。続けて業務

委託評価のところですが、私も全てのホ

ウカツが９０点以上ということで、毎年

この評価を通してよい活動をしようと取

り組んでおられること、大変すばらしい

と思いました。 

また、評価についても今年度取り組み

まして、体系だったものになっているな

と感じました。 

一方で、評価の負担感であるとか公表

の形がこれで良いのか、またプロポーザ
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ルで選定されたところとの評価の仕組み

が異なっているとか、いくつか部会内で

も課題の指摘が出ているところでもあり

ますので、評価についての見直しも是非

検討を始めていけたらと思っています。

事務局でもご検討いただきたいというこ

とで、意見として伝えさせていただきま

す。 

○高橋地域包括支援センター係長 事務

局の地域包括支援センター係の高橋と申

します。 

今の委員のご意見に対してですが、や

はり私共としましても今の評価が１００

点満点だとは思ってございません。評価

の課題につきましては、令和８年度以降

に検討を進めていきたいという区の意向

を、運営協議部会でお伝えをしていると

ころでございます。今後、部会員の皆様

方と意見交換しながら、より良い評価制

度を構築したいと考えてございます。以

上です。 

○酒井会長 はい。皆様、報告事項と連

絡事項に関するご意見ありがとうござい

ました。本日は、後半になるほどご意見

がたくさん出て、議論が深まったと思い

ます。本日の内容で私が思ったところは、

例えばチームオレンジという１つの制度

を動かすというときに、補助の意味、登

録についての意味、そういったものも踏

まえた上でのチームオレンジの運営も必

要なのかなと考えました。 

それから、プロポーザル公募型地域包

括支援センターの大型プロポーザルに関

してですが、選定する時の評価と、今お

話あった通り、各年度の評価が異なると

いうこと、各年の評価が良いのに公募型

でプロポーザルをされるという点につい

て、今後どのような運営をしていくべき

か課題として残るような気がします。 

それから徘徊という意見がでました。

認知症とともにいつまでもこのまちで条

例という条例案が出ておりますが、そう

いった観点からはやはり徘徊という言葉

自体が、少し違和感を覚えるところが確

かにあります。しかしながら、先ほどか

ら出ている、徘徊から大きな事故、死亡

事故、そういったものに至っていうこと

も考えると、一人歩き高齢者という言葉

で、本来救うべき人が救われない可能性

も出てくるということも考え、この使い

方は非常に注意しながら慎重に使ってい

くことが必要かなと思いました。 

本日は皆さま活発なご意見ありがとう

ございました。非常に良い第２回の推進

会議になったと思います。それでは事務

局にお返しします。 

○中村主査 酒井会長ありがとうござい

ました。委員の皆様におかれましても、

長時間にわたり様々なご意見、ご質問を

いただきまして誠にありがとうございま

す。 

以上で本日の会議は終了となります。

初めに傍聴者の皆様からご退席をお願い

いたします。傍聴証と資料につきまして

は、返却していただきますので席におい

てご退席をお願いします。委員の皆様は

今しばらくお待ちください。 

委員の皆様に事務連絡でございます。

次回の地域包括ケアシステム推進会議で

ございますが、足立区役所８階の特別会

議室で令和８年６月９日火曜日に開催を

予定しております。またこちらから通知

を送らせていただきますのでどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 最後に、区から謝礼をお支払いする委

員の方々で、支払い口座に変更のある方
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は、お帰りの際に事務局へお声がけくだ

さい。また、委員の皆様で、本日お車で

おいでの方につきましては、お帰りの際

に入口の受付にお申しつけください。駐

車券をお渡しいたします。 

 それでは、これにて令和７年度第２回

足立区地域包括ケアシステム推進会議を

終了とさせていただきます。本日は誠に

ありがとうございました。 

 


